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「ロータリーの理解を深め、
楽しいクラブ活動にしよう。」

第３２代クラブ会長 石井 源一郎

東京武蔵村山ロータリークラブテーマ

本 日 の 例 会

地 区 大 会

第１５５１回

例 会
２００３．１２．３、４

２００３―０４年度 国際ロータリーテーマ 「 手 を 貸 そ う 」 ＲＩ会長 ジョナサン・マジィアベ

次回例会案内 【12月10日（水）】

ク ラ ブ全員協議会

2 0 0 3 - 0 4 年 度 ガ バ ナ ー 戸 田 一
国 際 ロ ー タ リ ー 第 ２ ５ ８ ０ 地 区

Ｌｅｎｄ ａ Ｈａｎｄ

「 脚 下 照 顧 ・ 少 欲 知 足 」

○ チャーターナイトの案内

・東京麻布ＲＣ (第2750地区)

2月9日(月) 17:00～ 東京全日空ホテル B1

登録料 20,000円

○ 地区大会について 12月3日(水)、4日(木)

10:30 立川駅 集合

◇創 立 1972年7月8日 ◇承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎会 長 石 井 源 一 郎 ◎幹 事 比 留 間 重 次
○副会長 清 水 高 彦 ○副幹事 薄 井 政 光
□会報雑誌委員長 田 中 伸 彦 副委員長 石 井 賢 司

委 員 栗 原 高 明 、 芦 川 征 史 、 峯 岸 一 郎

◇例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒2 0 8 - 0 0 0 4 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ －
１
◇例 会 日 毎 週 水 曜 日 １ ２ ： ３ ０ ～ １ ３ ： ３ ０
◇ク ラ ブ 事 務 局
〒2 0 8 - 0 0 0 4 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ －
１

（石井 源一郎 会長）会務報告

○ 「ＩＴ委員会、ＣＩＣＯ、メールアドレスに関する基本的考え 方

の確認」の書状が届いています。

○ 「サルガド写真展」特別イベントの案内（サルガド氏本人による）

① 作品説明会（小学生対象）

11月29日（土）13：30～14：00

小学生への啓蒙 （入場l料は無料）

② サイン会

図録購入者 (\2,500)

11月29日（土） 14：00～15：00

11月30日（日） 16：00～17：00

○ バギオ基金より

2002年度 事業報告書と基金への寄付のお願いが届いています。

○ ローターアクト 年次大会の案内 (各自メールに入っています。)

2月7日(土) 13:00～ 日本プレスセンタービル

第 1 5 5 0 回 例 会 報 告

司 会 藤野 豊 ＳＡＡ委員

点 鐘

来客紹介

（石井 源一郎 会長）

斉 唱 奉 仕 の 理 想

出席報告 （比留間 昭三 出席副委員長）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 30名 88.24％ 100％

幹事報告 （薄井 政光 副幹事）

○ 卓話講師 立川商工会議所

会 頭 岩崎 泉 様

（石井 源一郎 会長）



岩崎泉様(立川こぶしRC)⇒卓話をさせていただきます。
○石井源一郎会長⇒岩崎泉会頭におかれましてはご多忙にもか
か わらず卓話依頼を心良くお受け頂き、ありがとうございま
した。
○栗原高明会員⇒岩崎泉さんようこそ武蔵村山に。心より歓迎
申 し上げます。
○石井賢司会員⇒岩崎先輩の来訪を感謝して。
○田代純則会員⇒岩崎会頭、お忙しいところおいで頂きありが

と うございました。
○波多野稔会員⇒岩崎会頭には誠にありがとうごさいます。過
日、 クラブ ゴルフコンペでは、内野義久会員に、送迎のお世
話に なり、ありがとうごさいました。又、おまけに付属の賞
を頂い てしまいましたので。
○内野義久会員⇒11月20日のゴルフに参加させていただきあり

がとうございました。更におみやげまでいただいて!!

◆ 今回計 ３４，０００円 ◆ 累 計 ６９６，０００円

ニコニコＢＯＸ (内野 義久 親睦委員）

本

日

の

食

事

（右上につづく）

卓 話 「立川の街づくりについて」
立川商工会議所 会 頭 岩 崎 泉 様

［講師紹介 田代 純則 会員］

田代商工会会長より、丁重なる紹介を頂き有り難うご

ざいました。

立川商工会議所はお陰様で、去る１１月１８日に５０

周年を迎えることが出来ました。その記念行事として、

１２月４日には日産自動車のゴーン会長の記念講演、そ

の後には市民会館で井上靖先生の「天平の甍」という演

劇の公演、来年の２月には写真で綴る５０年の記念誌が

出来る予定です。

是非、ゴーン氏の講演を聞きに来て欲しいと思います

が、ゴーン氏の著書を読みますと、困難の原因は必ず企

業の中にあり、経営は実践であって学問ではないと云う

ことを言っている。また、企業とは物ではない、数字の

統計でもない、現場に出掛けることから改革がはじまり、

経営者の一番大切なことは、職員にやる気を起こさせる

ことであると言っています。

武蔵村山市にとって、日産跡地利用は大変関心のある

ところですが、真如苑は利益追求団体でないので、早く

から計画をぶつけて行けば、要望についても聞き入れて

もらえるのではないか。立川市としてもパイプ役を果た

したい。
立川市としては、将来、武蔵村山市、昭島市を含め広

域行政を展開する事が望ましく、多摩４００万人口の中で、

立川市圏１００万人、八王子市圏１００万人、武蔵野市圏

１００万人、町田市圏１００万人となるのではないか。

多摩モノレールの誘致は、武蔵村山市の悲願であると

思うが、最近活動が低調のように見える。近年は町田市、

八王子市が誘致に積極的であり、都は採算性を優先する

ので、武蔵村山市は積極的な活動が必要だろう。

立川市の７０～８０年前は、一面桑畑で、養蚕が盛ん

であった。それが今日のように発展した最大の理由は、

中央線が立川を通ることになったことである。都市は交

通が制するというがその当時は反対もあったが、ベター

な選択であった。次に米軍立川基地の返還並びに昭和記

念公園の誘致である。現在年間入場者は２７０万人になる。

第三の発展の理由はモノレールの受け入れである。一部

には地下鉄の誘致を唱える者もあったが、ベストではな

いがベターな選択であった。現在、多摩モノレールは３

０億円の減価償却を入れると赤字であるが、経常では６

億円の利益が出ている。

立川市の北口の基盤整備はほぼ完了したが、南口は起

工式が終わり、東急ストアー等これから整備が進む予定

である。北口は第一デパートの改築、東急ハンズの誘致

が内定した。また、昭和記念公園が１２ha増設され、昭

和天皇記念館が開館する計画である。また、３～４年後

には中央線の高架化が完成し、将来は複々線化が計画さ

れている。

今後、両市の発展の為に、互いに手を組んで、立川市

を中心に１００万都市を形成すること

めには、行政に任せておくばかりでなく、商工会、ロー

タリークラブ、ＪＣ等民間の力が不可欠である。

［担当：栗原（高）］


